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東
北
自
動
車
道
無
料
化
の
制
度
設
計
に
関
す
る
質
問
主
意
書

本
年
七
月
一
日
提
出
、
「
東
北
自
動
車
道
無
料
化
開
始
に
よ
る
混
乱
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
（
質
問
第
二
八
九
号
）
で
、

国
と
し
て
明
確
な
制
度
設
計
を
せ
ず
、
た
だ
で
さ
え
疲
弊
し
て
い
る
被
災
地
に
丸
投
げ
を
し
た
単
な
る
思
い
付
き
の
無
料
化
は

無
用
の
混
乱
を
生
じ
る
と
の
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
が
、
答
弁
書
に
お
い
て
は
、
相
変
わ
ら
ず
誠
意
の
一
片
も
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。先

月
二
十
八
日
、
東
日
本
高
速
道
路
会
社
が
明
ら
か
に
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
者
を
対
象
に

無
料
化
し
て
い
る
東
北
の
高
速
道
路
に
つ
い
て
、
当
初
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
見
込
ん
で
い
た
一
般
車
の
無
料
が
、
約
六
十
パ
ー
セ

ン
ト
と
な
り
、
市
町
村
に
よ
る
被
災
・
罹
災
証
明
書
の
発
行
が
予
想
を
大
幅
に
上
回
っ
た
。
ま
た
報
道
に
よ
る
と
、
先
月
の
三

連
休
中
日
の
十
七
日
に
は
、
東
北
自
動
車
道
の
仙
台
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
料
金
所
を
起
点
に
三
・
七
キ
ロ
の
渋
滞
が
起

き
、
六
月
二
十
日
、
無
料
化
開
始
以
降
に
お
い
て
、
岩
手
、
宮
城
、
福
島
三
県
の
高
速
道
路
の
通
行
量
は
一
割
増
え
、
以
前
は

Ｅ
Ｔ
Ｃ
レ
ー
ン
利
用
八
割
だ
っ
た
が
、
一
般
レ
ー
ン
七
割
と
逆
転
し
た
と
い
う
。
こ
れ
に
よ
り
料
金
所
通
過
に
一
時
間
以
上
か

か
る
場
合
も
あ
り
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
者
や
高
速
バ
ス
利
用
者
か
ら
不
満
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

予
想
通
り
の
展
開
に
多
く
の
人
が
揶
揄
嘲
笑
し
て
い
る
が
、
高
速
道
路
料
金
の
割
引
制
度
の
見
直
し
な
ど
の
扱
い
は
、
本
来

一



震
災
対
策
の
財
源
を
緊
急
に
確
保
す
る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
筈
に
も
拘
ら
ず
、
一
旦
退
い
た
も
の
を
再
度
持
ち
出
し
て
ば
ら

撒
こ
う
と
す
る
政
権
与
党
民
主
党
の
体
質
は
、
依
然
大
衆
迎
合
主
義
そ
の
も
の
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
猛
省
を
促
す
も
の
で
あ

る
。
こ
の
時
局
に
お
い
て
は
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を
最
優
先
し
、
新
た
な
町
づ
く
り
や
雇
用
創
出
、
ま
た
農
林
水
産
業
の

再
生
な
ど
待
っ
た
な
し
の
緊
急
課
題
に
取
り
組
む
べ
き
で
、
復
興
が
本
格
化
す
る
と
財
政
は
さ
ら
に
逼
迫
す
る
こ
と
は
必
至
と

考
え
る
。

従
っ
て
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
質
問
す
る
。

一

前
回
の
質
問
主
意
書
に
お
い
て
、
被
災
・
罹
災
証
明
書
の
発
行
に
関
し
て
、
被
災
地
の
各
自
治
体
か
ら
国
に
対
し
不
満
が

相
次
ぎ
、
即
刻
国
が
責
任
を
持
っ
て
統
一
し
た
基
準
を
示
す
べ
き
と
問
う
た
が
、
東
日
本
高
速
道
路
会
社
が
明
ら
か
に
し
た

「
当
初
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
見
込
ん
で
い
た
一
般
車
の
無
料
が
、
約
六
十
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
た
」
こ
と
や
、
「
無
料
化
開
始

以
降
に
お
い
て
の
渋
滞
や
不
満
の
声
」
を
受
け
て
、
政
府
は
自
ら
制
度
設
計
の
過
ち
を
認
め
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如

何
。

二

政
府
は
東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
、
無
料
化
社
会
実
験
の
一
時
凍
結
に
よ
り
既
定
経
費
の
千
億
円
減
額
、
料
金
の

見
直
し
に
よ
っ
て
、
二
千
五
百
億
円
を
国
庫
に
納
付
し
た
も
の
の
、
政
権
公
約
に
拘
泥
し
、
復
興
対
策
と
し
て
今
回
東
北
自

二



動
車
道
に
つ
い
て
再
び
無
料
化
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
一
旦
退
い
た
も
の
を
再
度
持
ち
出
し
て
ば
ら
撒
い
た
こ
と
に
な
り
、
誤

れ
る
も
甚
だ
し
い
と
考
え
る
が
、
ど
の
よ
う
に
反
省
を
し
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

三

一
及
び
二
に
関
連
し
、
高
速
道
路
の
無
料
化
は
、
平
成
二
十
二
年
度
で
千
億
円
、
今
年
度
で
千
二
百
億
円
の
税
金
を
財
源

に
充
て
る
な
ど
多
額
を
要
し
、
受
益
者
以
外
の
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
老
人
ま
で
負
担
を
強
い
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に

捉
え
て
い
る
の
か
、
菅
内
閣
の
明
確
な
見
解
如
何
。

四

こ
れ
ま
で
高
速
道
路
の
無
料
化
は
、
休
日
や
区
間
に
お
い
て
長
い
渋
滞
を
発
生
さ
せ
、
ト
ラ
ッ
ク
や
バ
ス
な
ど
営
業
車
輌

は
も
と
よ
り
、
海
運
、
鉄
道
な
ど
の
経
営
に
経
済
的
な
打
撃
を
与
え
、
世
論
調
査
に
お
い
て
、
多
く
の
国
民
が
無
料
化
は
不

要
と
し
、
被
災
地
の
人
で
さ
え
そ
の
実
効
性
に
つ
い
て
は
疑
問
視
し
て
い
る
。
最
早
東
北
自
動
車
道
無
料
化
は
撤
回
す
べ
き

と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

五

一
〜
四
に
関
連
し
、
こ
の
時
局
に
お
い
て
は
、
無
用
の
混
乱
を
生
じ
る
事
案
は
避
け
、
被
災
地
の
復
旧
・
復
興
を
最
優
先

し
、
新
た
な
町
づ
く
り
や
雇
用
創
出
、
ま
た
農
林
水
産
業
の
再
生
な
ど
待
っ
た
な
し
の
緊
急
課
題
に
取
り
組
む
べ
き
で
あ

り
、
復
興
が
本
格
化
す
る
と
財
政
は
さ
ら
に
逼
迫
す
る
こ
と
は
必
至
と
考
え
る
が
、
菅
内
閣
の
見
解
如
何
。

右
質
問
す
る
。

三


